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数学科（数楽タイム）学習指導案

日 時 平成２３年１０月２８日 ５校時

指導学級 ２年３組

指 導 者 教諭 高山 満

１ 単元名「数の仕組みを考えよう」

２ 単元の目標

（１）操作，実験を通して得られた結果を分析し，規則性を見いだし一般化することができるように

する。

（２）一般化した事柄を基に，計算式等を導き，その成り立ちを説明できるようにする。

（３）自分の思考過程を分かりやすく表現することができるようにする。

３ 指導に当たって

（１）単元について

本単元では，数の仕組みを考えるために，「位取り記数法」と「無限に続く数」を取り上げる。

位取り記数法では，小学校における十進位取り記数法の考え方を更に発展させ，１０進法に限らず

７進法などについて取り扱い，それらを通して，記数法についての基本的な原理を理解させていく

とともに，１０進法に対する理解を一層深めていく。

無限に続く数では，小数の中には有限小数と無限小数があることを知り，無限小数の中でも，循

環小数については分数に表すことができることを理解させる。この方法を学ぶことを通して，有理

数や無理数の包含関係を知ることができる。

ここでは，１０進法で表された数を７進法などに表したり，循環小数を分数に表したりする方法

を，操作や計算等を通して明らかにしていく。今まで学習してきた数を整理したり，数の仕組みに

ついての関心を高めたりするのに有効な題材と考える。

（２）生徒の実態

問い掛けに対して，前向きに真剣に考えることができる。グループ学習においても自分の考えを

はっきりと述べ，活発な意見交換ができる。発表においては，やや論理的に説明する力が足りない

部分もあるが，他に伝わるように一生懸命発表する姿勢が見られる。

（３）指導について

位取り記数法においては，１円玉を数えるという作業を通して，生活の中での１０進法の活用に

ついて確認するとともに，７進法の表し方を体験的に実感させたい。また，１０進法の表し方をも

とに，７進法の表し方を生徒間の意見交換や教師の発問によって引き出し，理解を深めさせたい。

無限に続く数においては，分数から循環小数に表すことを踏まえ，循環小数を分数に表す方法を学

び，自ら実際に計算することにより，関心を更に高め，有理数や無理数の包含関係の理解につなげ

ていきたい。発言や話し合う機会をできるだけ多く設定し，より聞き手に伝わる方法も身に付けさ

せたい。

４ 指導計画

時 学習内容 評価規準（観点）

２ ・位取り記数法の仕組み ・意欲的に作業を行い，その結果から新たな数の仕組みを見いだそう

（本時１／２） とする。【関心・意欲・態度】

・操作活動と計算方法を結び付けて考えることができ，その方法を分

かりやすく説明することができる。【思考力】

・ｎ進法の計算を手順を踏んで行うことができる。【技能・表現】

・位取り記数法について理解している。【知識・理解】

２ ・無限に続く数 ・計算した結果をよく観察して，共通点や異なる点を見いだし，循環

小数について考えようとする。【関心・意欲・態度】

・これまでの学習を踏まえ，循環小数を分数で表す方法を考えること

ができる。【思考力】

・循環小数を分数で表すことができる。【技能・表現】

・これまで学習した数の包含関係を説明することができる。

【知識・理解】
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５ 本時の指導

（１）題材名「位取り記数法の仕組み」

（２）ねらい

① 意欲的に作業を行い，その結果から新たな数の仕組みを見いだそうとする。

【関心・意欲・態度】

② 操作活動を通して，１０進法を７進法に表す計算方法を理解できるようにする。

【知識・理解】

（３）指導に当たっての工夫

＜本授業の提案＞

ペア学習による作業や話合い活動を通して，位取り記数法の仕組みについての理解を深めさ

せる。

本校の研究主題「かかわり合いを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせる指導の工夫～各教科におけ

る言語活動を通して～」を受け，数学科では，「言語活動を取り入れ，数学の面白さや数学を学ぶ

楽しさを味わわせる学習活動の展開」である。このテーマに迫る方法として，ペア学習を取り入れ，

互いに意見を交換し合いながら作業をすることにより，７進法の仕組みについての理解を深めさせ

たい。

（４）指導過程

段階 学習活動 形態 指導上の留意点 評価規準

導入 １ 作業内容を確認する。 一斉

（３） （１円玉３２５枚をペアに１つずつ配布）渡された１円玉を２人で工夫して，合理的に

正確に数え，ノートにその枚数を記入しましょう。数え終わっても，１円玉は数えたと

きのままにしていてください。

・机の上はノートと筆記用具だけにさせる。

・ペアにさせ，１円玉の入った皿を配る。

展開 ２ １円玉を数える。 ペア ・協力して作業を行うように促す。 ・意欲的に作業に

（40） ・数えた枚数をノートに記入させる。 取り組むことが

・数え終わっても，１円玉は数えたときの できたか。

まにさせる。 【関心・意欲

・どのように数えたのかを説明できるよう ・態度】

にペアごとに話し合わせておく。

３ 作業を通して，どのように数えた 一斉 ・全員が終わったところで，何枚あったの

か確認する。 か確認する。（→３２５枚）

・10 枚を束にして数えた。 ・どのようにして数えたか，その方法を何

→なぜ，10 枚を束にして数えたか。 人かに確認する。

・数えやすい。

４ 10 進法について確認する。 ・３２５＝１００×３＋１０×２＋１×５

＝１０
２

×３＋１０
１

×２＋１×５

・それぞれの数が何の位を表しているのか

確認しながら進める。

・十進法に用いる数字が 0~9 の 10 種類であ

ることを確認する。

・10 を１つの束として，繰り上がることを

確認する。

・10 進法以外で表されている身近なもの考

えさせる。

（時計，１ダース，１週間，ＰＣなど）

５ 10 進法で表された数を７進法で表 ペア

す。 ・意欲的に作業を

10 進法で表された３２５を７進法で表してみよう。 行い，そこで得

・用いることができる数字を確認する。 られた結果を分

（0~6 の 7 種類） 析し，その意味

・協力して作業を行うように促す。 を考えようとし

・初めから数えるのではなく，10 の束を７ たか。【関心・

の束にさせる。 意欲・態度】
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６ ７進法での表し方を考える。 ・自分なりの表し方を考え，ノートに記入

・分からない させる。

・６４３ ・４６３ ・端数は，一番下のけたになることを確認

→なぜ，そう表したか。 する。

・下から２番目のけたがどうなるかを考え

る。

・同様にして，残りのけたを考える。

７ 表記の仕方を学ぶ。 一斉 ・３２５＝６４３（７）

・３２５＝７
２

×６＋７
１

×４＋１×３

８ 手順を計算式で表す。 ・１円玉をもとの皿に戻すよう指示する。

・式を板書し，操作活動と計算方法を結び ・操作活動を通し

付けて考えられるようにする。 て， 10 進法を

・「７の束をつくる→７で割ってる」ことを ７進法に表す計

確認する。 算方法を理解で

・商と余りの関係を確認する。 きたか。

・計算の進め方を学ぶ。 【知識・理解】

９ ７進法で表す練習をする。 個別

次の数を七進法で表してみましょう。①９９ ②１３７

ま と 10 本時の学習のまとめをする。 一斉 ・本時の学習内容を確認し，次時の学習内

め 容について話す。

（２）

（５）評価の観点

観点 おおむね満足できる[Ｂ] 十分満足できる[Ａ] 努力を要する生徒への支援

関心・意欲・ 意欲的に作業を行い，そ 意欲的に作業を行い，そこで １円玉を７枚の束にしてい

態度 こで得られた結果を分析 得られた結果を的確に分析 く中で，７進法の表し方の

し，その意味を考えよう し，その意味を考えようとす 予想を立てることに興味が

とする。 る。 持てるようにさせる。

知識・理解 操作活動を通して，10 操作活動を通して，10 進法 10 進法で表された数を７

進法を７進法に表す計算 を７進法に表す計算方法を操 進法にする計算方法を理解

方法を理解できる。 作方法と結び付けながら理解 できるように，個別支援を

できる。 行う。
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